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■令和４年７月末の建設業災害発生状況（管内）
管内の建設業の災害は、41件発生し、前年を11件上回っています。引き続き、「新型コロナウイルス感染症」の拡大防
止対策を講じつつ、現場での安全衛生管理対策の徹底をお願いします。

１．建設業で多い脚立災害

脚立は様々な作業に用いられますが、墜落・転落災害が後を絶ちません。

脚立による墜落・転落災害は、業種別でみると、例年、建設業が最多（右

表参照）となっています。

また、昨年の管内の建設業の墜落・転落災害は、１９件発生していますが、

そのうち、約３割が脚立による災害です。建設業では、脚立を使用する頻度

が高いことも脚立災害が多い理由として考えられますが、 一方で足場に比

べ高さが低く、使い慣れているはずなのに、脚立災害が多発しています。

２．脚立災害は長引く傷病

脚立による墜落・転落災害では、骨折などの重傷を負う災害が多発しています。

昨年、当署管内の建設業で発生した脚立災害６件のうち、４件が骨折で、傷病が長引く災害の一つと

なっています。また、全国的には過去に、脚立からの墜落・転落災害で、頭部を負傷することによる死亡

災害も発生しています。

３．脚立災害の防止対策を徹底しましょう

脚立は便利な用具ですが、墜落・転落リスクの高い用具であるということを念頭に

置き、対策を講じましょう。対策に当たっては、裏面を参考にしてください。

なお、脚立に歩み板を掛けて脚立足場（イラスト参照）を使用する場合

があると思いますが、中央部の脚立を跨ぐ際や端部での作業の際に、

墜落等の危険性が高くなります。裏面の「ポイント１」にあるように、脚立

の使用自体避けられないか検討し、可能であれば、より墜落の危険性の

低い「可搬式作業台」などを使用しましょう。また、脚立足場を使用する

場合、組立等の作業を行う際は、労働安全衛生規則第36条第39号によ

り、特別教育を受講する必要があることにも留意してください。

管内の業種別脚立災害
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令和３年及び令和４年（７月末）の労働災害発生状況について
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脚立足場の災害リスク



ポイント２ 脚立を使用する場合は、安定度等を考慮しましょう

ポイント１ 脚立の墜落等のリスクを踏まえ、脚立を使う前に、脚立より墜落危険性が低い「可搬式作業台」

や「手すり付き脚立」などを使用できないか検討しましょう。（代表的な災害事例はNo1～No3です）

ポイント３ 「墜落時保護用」のヘルメットを着用しましょう

※「３点支持」とは、通常、両手・
両足の４点のうち３点で身体を
支えることをさしますが、身体の
重心を脚立にあずける場合も、
両足と併せ３点支持になります。

左記の用具の使
用を優先して考え、
使用できない場
合、少し大きめの
脚立を選び、十
分な３点支持で
作業しましょう。
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天板での作業や、脚立をまたいでの作業、天板の１段
下での作業は、危険なことがわかります。

（労働安全衛生総合研究所調べ）
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※高さ２ｍ以上での作業時は、墜落防止措置（墜
落制止用器具の使用等）が必要です。

脚立の安全使用のポイント

不安定な
場所に設
置しない

滑り止めを
確認する

開き止め金
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荷物をもって
昇降しない

頭の真上で
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脚立の立ち位置における安定度等実験

脚立をま
たぐのは
不安定

天板の１段
下も不安定

天板の2段目以下を使いましょう
（可能であれば３段下を使用）


